










要旨:川崎病全国調査で巨大冠動脈瘤を心後遺症として持つと報告された患者と、同一病

院から性・年齢をマッチさせて選んだ対照について,  発病後第 20 病日までの発熱状態,

検査所見などの情報を入手した．患者・対照の 69 組を観察することができた.  入院時の

検査所見では,体温, 好中球分画,CRP,  GPT,  血清電解質で両群に有意差が見られた.

発病第 20 病日までの検査所見では,  ヘマトクリット最低値, ヘモグロビン最低値,  白

血球最高値,  血小板最低値.  血小板最高値,  アルプミン最低値,  CRP 最高値,  GPT 最

高値で有意差が見られた.  それぞれの検査所見の互いの影響を除去しても,  入院時血情

カリウム,  血小板最低値,  血小板最高値,  CRP 最高値で有意差が見られ,  これらの因

子が巨大冠動脈瘤の危険因子と考えられた.  さらに,  最高値・最低値が病初期よりも発

病第 11 病日以降にある者,  入院時にすでに GPT が上昇している者でリスクが高いことが

推察された.  しかし,これらのリスクは巨大冠動脈瘤に特異的なものではなく,  川崎病

による冠動脈瘤全般に当てはまる可能性も考察された.


